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背景と⽬的：⾃動⾞で発⽣する振動騒⾳の現状と課題

→ 従来より振動騒⾳低減技術に対する機能要求が⼀層⾼まる

電動化
より⾼い周波数の振動騒⾳対策

軽量化
より効率的な振動騒⾳対策

PT動作モードの多⽤化・⾃動運転化
様々な運転状況・周波数に対応できる振動騒⾳対策

⾃動⾞

100年に⼀度の⼤きな転換期
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対象と⽅法：特性可変材料を⽤いた振動低減装置の開発

→ 様々な周波数の振動の制振を軽量・低消費電⼒の下に実現する

特性可変材料

⇒ 鉄粉を含んだゴム材料，磁場を印加すると剛性が変化
特性可変材料を⽤いた振動低減装置

⇒ 特性可変材料の剛性制御により制振対象周波数を制御
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特性可変材料とそれを⽤いた振動低減装置

・動吸振器(マスダンパー)の原理を利⽤した装置
・コイルに電流を印可すると磁場が発⽣

→ 磁場強さに⽐例して特性可変材料の剛性増加
・制振対象の振動の周波数に合わせて剛性を変化

→ 様々な周波数の振動の低減が可能に
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制振効果の検証 (原理証明)

→ 振動体の周波数が変化しても剛性を変えることで制振が可能

振動する平板の制振 ⾃動⾞のエンジン⽀持部の制振

スピーカを駆動するとアクリル板が振動
→ 振動低減装置のコイルに電流印可
→ 特性可変材料の剛性が変化して振動が低減

加速度センサ

振動低減装置

アクリル板
(振動体)

エンジンを動作させるとエンジン⽀持部が振動
→ 振動低減装置のコイルに電流印可
→ 特性可変材料の剛性が変化して振動が低減

振動低減装置

エンジン⽀持部
(振動体)

加速度センサの信号

加速度センサの信号
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制振効果の検証 (⾃動⾞の振動制御への応⽤)

→ 装置の実⽤性が確認 → ⾃動⾞の他部位の制振へに応⽤展開

【シート振動の制振】
→ ⾞速・エンジン回転数により振動周波数が変化

【路⾯⼊⼒振動の制振】
→ ⾞速により振動周波数が変化

応⽤

【エンジン起因振動の制振】
→ ⾞速・エンジン回転数に依存して振動周波数が変化
→ 振動周波数に応じてコイルに印可する電流を変化させ剛性を制御
→ 様々な周波数の振動の低減が可能となる
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【制振結果】
・様々なエンジン回転数で振動を低減できた
・3A以下の消費電流，6V以下の消費電圧となり，⾃動⾞⽤バッテリーで動作が可能であった
・エンジン回転数や⾞速に応じて周波数が変化する振動体の制振に有効であることがわかった

装置を⼩型化して搭載

⾛⾏時の
サブフレーム振動を制振
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